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1 はじめに

混合モデルにおける推測において利用されている代表的なアルゴリズムは, EMアルゴリズムや
マルコフ連鎖モンテカルロ法 (MCMC法)などの計算機を利用した手法である. 特にベイズ統計学
を利用して用いられる手法には, いくつかの問題点や考慮すべき点が存在する. まず, 混合モデル
ではクラスターに関するパラメータの対称性があるため, MCMCを利用する際に工夫が必要であ
る (Stephens, 2000). また, 混合モデルにおけるクラスター数を予め指定する必要がある (Escobar

and West, 1995). この下で本研究では, クラスター数を自動的に決めることができるノンパラメ
トリックベイズを利用して, MCMCを利用しないような高速な手法を提案する.

2 提案手法

本研究では, ノンパラメトリックベイズ統計学をパラメトリックな尤度のパラメータに利用する
ディリクレ過程混合 (DPM)モデルを利用する. サイズがN であるデータ (Xi)

N
i=1がN(µi, σ

2
i )に

従うとし, パラメータ θi = (µi, σ
2
i )がDir(αF0)に従うとする. ここで αは事前分布の強度で F0は

期待値測度とする. なお, ディリクレ過程はランダム測度を周辺化することで次のような表現がで
きる:
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δθj .

今回はクラスターに関心があるものとして, θiではなくクラスター添字 γiを利用して推定する:

P{γi = h|γ1, . . . , γi−1} =

{ ∑i−1
j=1 1γj=h

α+i−1 , h = 1, . . . , ki−1,
α

α+i−1 , h = ki−1 + 1.

なお, ki−1は i− 1までのデータのクラスター数とする. クラスターによる推定を行うことで, より
正確な推定が可能になり, ディリクレ過程を用いることでクラスター数についても自動的に決定す
ることが可能になる.

3 シミュレーション

本モデルのシミュレーション結果は当日報告を行う.
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